
（別紙３）

〜 令和8年 2⽉ 22⽇

（対象者数） 10 （回答者数） 6

〜 令和8年 2⽉ 22⽇

（対象者数） 9 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

プログラムに応じた部屋の活⽤や余暇活動での部屋の配置な
どを今後も充実させていく。

2

終礼時間だけでなく情報共有や振り返り等ができる場を検討
していく。

3

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

おもちゃ棚を整理し、刺激が少なく環境設定を整える。

2

3

○事業所名 児童発達⽀援・放課後等デイサービス LilFul

○保護者評価実施期間 令和8年 1⽉ 22⽇

○保護者評価有効回答数

令和8年 1⽉ 22⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和8年 3⽉ 5⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

電気やエアコンのスイッチや収納の⾼さが低いためいたずら
がある。階段の段差が⼤きい。
ビルの階段は⼿すりあるが少し急な気がする。

視覚⽀援が少なく、こどもが分かりやすいとは⾔えない。

こどもがが求めている活動に応じた部屋がある。 こどもの数に応じて部屋の割り振りや職員の配置を意識して
いる。

気になる⼦などの情報やふり返りなど終礼を通して⾏ってい
る。

LINE等を活⽤し情報共有を⾏っている。

児童発達⽀援事業所における⾃⼰評価総括表公表


